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は じめ に

1,「 学 的 良 心 」 に した が っ て

2,「 人 の 子 を賊 ふ」 こ となか れ

3,「 幸福 に 生 き る」 た め に

お わ りに

はじめに

創価教育学を体系化 してい く過程で、牧口常三郎がもっとも心がけていたことは何か。それ

は、おそらく、次の2点 に集約 されるのではないだろうか(1)。

1)学 的探究にあたっては、どこまでも真摯な姿勢を貫き通すこと。

2)子 どもたちの幸福のために、誠心誠意、尽力 しゆくこと。

そして、これ らは、「創価教育法の実験証明」運動が 「科学的 ・超宗教的」に展開されるよう

になると、教師にとって必須不可欠の要素 として明確化されていくことになる。つま り、それ

らは、日蓮大聖人の仏法を根本 とすることにより、究極的には、「正直」と 「慈悲」とい うかた

ちで提示されるわけである。

創価教育学 という知識体系は、人類普遍の真理を求め最高最大の価値を創造する、原著者自

身の 「正視眼の生き方」の、見事な反映であるにちがいない。しかも、それは、「価値論の根本
げんもく

たる法華経の肝心、一切経の眼目たる三大秘法」〔『全集 ・第8巻 』、28頁〕によってよ りいっそ う

大きく開花 した、と言えるだろ う。

創価の教育原理は、どのようにすれば正しく理会しうるのか。そして、また、創価の教育法

は、どのようにしたら首尾よく実践できるのか。

わたしたちは、これ らの謎を解き明かすためにも、「正直」と 「慈悲」という人間主義の精神

に、ぜひ とも着 目しなければならないように思われるのである。

1.「 学的良心」に したが って

牧 口常 三 郎 が と くに好 ん で用 い た 言 葉 の1っ に 、「学 的 良心 」 とい うも のが あ る。 現 に、 それ

は 、『創 価 教 育 学 体 系 』(全4巻 、1930年11月 ～1934年6月)〔 以下、r体 系』 と略記〕 の な か で 、

8回 に わた っ て登 揚 す る(第1巻 で は4回 、第2巻 で は3回 、第3巻 は0回 、第4巻 で は1回)

(2)
。

創価教育学は、いわば、「学的良心」の賜物であるとしても、決して過言ではないだろ う。そ
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して 、 この こ とは 、『体 系 ・第1巻 』 の な か の 以 下 の よ うな 論 述 か ら、容 易 に看 取 し うる よ うに

思 わ れ る 。

「斯様 な各 面に関係のあ る事情か ら、率酌食芯に苛責 されて、管て 『人生地理学』 を発表 した時 と

同様 の苦境 に陥 り、一時 も早 く此の精神 的の束縛 か ら脱却す る事が出来れば仕 合 と思ふ外 に何 も無 い。

勿論 これが世に容れ られ ると否 との如きは、考へ る余裕 を持 たぬのであ る。況 んや この学説が一生 の

間に社会 に実現 され るや否や等 の期待 をや。」 〔『全集 ・第5巻 』、8頁 。傍点は筆者〕

「学問上に十分の意味な く、実際上に、それだけの価値 のない もの を、そのま 玉肯定 して、置 くこ

とは、季 函食芯の承認 し得ない ところである。況んや禾堀 呆議 の間に、幾多の誤解 と弊害 とを葎塞}し

て居 るのにおいて をや。」 〔『全集 ・第5巻 』、97頁 。傍点は筆者 〕

「社 会生活 といふ と社会主義 とで も誤解 する ものがあ るか も知れないが、社 会生活 即ち公生活 と解

して、二者は名称は異 るが、そ の実は同一内容である。 この ことが明 になつて来れば、公 生活 に異論

のない ことを社会 生活 に否定す るこ とは、道理 上か らも、阜 南食芯か らも出来 ない筈で ある。」 〔『全

集 ・第5巻 』、143頁 。傍点は筆者〕

ただ し、『体系 ・第1巻 』で登場する最後の1つ は、いささか趣を異にしている観がある。と

い うのは、そこでの考察が、このころに大きく進捗 した と推察される仏法研鎭の深ま りを、明

らかに意識 しながら展開されているからである。

「これ有名 なるシュプランガー氏 の 〔生活様式〕分類 として、吾 々の思索 を圧す る勢力を以て吾々

に臨み、批評 の自由を許 さぬかの如 くに見 えるものではあるが、併 し仏教 の所謂 『依法不依人』の見

地か ら暫 く冷静 に考 へるな らば 幾多 の疑惑が 出で来て吾 々の阜南良芯を安 定せ しむ る能は ざるもの

があるではないか。」 〔『全集 ・第5巻 』、156～157頁 。 〔 〕 内お よび傍点は筆者〕

そして、こうした変化の傾向性は、『体系 ・第2巻 』において、ますます顕著になる。なぜな

ら、同巻の半ば以降、牧口自身は、日蓮大聖人の仏法(妙 法)へ の確信を、率直なかたちで表

明するようになったからである。

たしかに、『体系 ・第2巻 』の最初のあた りまでは、以下のごとく、「学的良心」は、ごく普

通に用いられているように見受けられる。

「余が笙慧煮にも敢て 〔価値問題に関する〕異説を立て論断を試みたのは革南良芯の止むに止まれ

ぬ結果に出でた ものであ る」 〔『全集 ・第5巻 』、212頁 。 〔 〕 内および傍点は筆者〕
せんめい

「価値の概念 を明確 にせんが為 には、何 よりも先 づ真 理 との関係 を閲明に し、其れ との峻別 をもっ

て第一歩 とす る。それな くしては千百の議論 も畢寛徒 労に帰すべき基礎 的重要性 を帯ぶる問題だ か ら

で、同列 にも反対 にも在 るべか らざる概念が理由な く混 清す るの を看過 す ることは、阜 函良芯 の許 さ

ない所であるか らで ある。」 〔『全集 ・第5巻 』、229頁 。傍点は筆者〕

ところが、同巻 「第3編 価値論」の 「第3章 認識観」において、「相対的な真理」と 「絶対的

な真理」 との識別が明確になされるやいなや、考察の仕方それ 自体が大きな転換を成 し遂げる

ことになる(3)。

実際、牧 口は、次第次第に思い切った議論を展開するようになってい く。すなわち、彼は、

「妙法」 とい う 「絶対的な真理」への 「信」を確かなものとすることによって、「学的良心」の
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射程を、教育生活のみならず、もっとも根底的な宗教生活の領域にまで、拡大=深 化 させてい

っているのである。

「塞讐教はいざ知らず、直接に間接に多少の影響は免れ得ない仏教流布の国土として仮令表面には

宗教 は取 り入れ ぬ に しても其 の影 響以外に在 り得ず、 国定教科書にまで掲載 され る程 に関心 を有 し、
　 　

且 つ尊崇 して居 る其 の釈尊 の教へ を食 はず 嫌ひ に回避 して殊更 に真価 を知 らうともしない のは学的

良芯に恥 ぢはせ ぬか。而 して信ず る と決 した以上 はそ の一代五時 の教説 中最後 の者 と して最勝 最上、

最深 の正法 と釈かれ た法i華経 に従 ふべきは当然 の事 であ らねばな らぬ筈。」〔『全集 ・第5巻 』、369頁 。

傍 点は筆者〕(4)

しかも、『体系』(全4巻)の なかでは、まさに、

い う意味深長な言葉が登場する。

こ うした 文 脈 にお い て は じめ て 、 「正 直 」 と

「若 し夫れ宗教 家が真 に従来 の囚れ勝 ちな る偏見 を去 り、心 を広 く己を捨 て、真理の承認 にや箸 かな
　 　

らず 、学者 も亦知 らざるを知 らず とす るに躊躇せず、正直 に謙遜 に己が経験的知識範 囲の狭 瞼なるを

自覚 し、現世 に限 られ た肉眼的小智 を脱 し、過 去現在未来 の三世 に常住、不滅の大真理に融合利生す

るの雅量 を箔箋 し、共 に共 に 『依法 不依人』 の教訓 に遵 つて進む こ とが 出来 るな らば、科学 と宗教 、

従 つて教 育 と宗教 との帰一は期 して待つべ きであ らう。」〔『全集 ・第5巻 』、370～371頁 。傍 点は筆 者〕

そして、これ以降、「学的良心」は、『体系 ・第4巻 』のなかで 「教育方法論の研究法」に関

する考察がなされる際に、わずか1回 用いられただけなのであった。

「広大無辺の未知の世界に対して人智の知り得た限りは荘々たる大洋中の潔域の如しだといふ博学

者 の警告 がい くらあつても、純 真なる態度 を以て真 に科学 の認識 をなす学者 でない限 りは、やは り既

成 の小範 囲に囚はれ た想像 の世 界 と比較 して、直 ちに感情的 に評価せん とす るのは、常人の免 るべか

らざる習癖 である。畢寛 自己の現存観念 がどこま での程度 にあるか といふ ことを知 らぬ 自惚 れか ら解

放 され得 ない結果 である。 して見れ ば前者 〔先入主観の浅い素人〕 とは五十歩百歩の差で、 グラムだ

けのポ雑 を以て直ちにキログラムの大量物体 を測量す る様 なもの で、却って持 ち合せないのに如かな

い。学者 が以前の妄見 を顧 る ときに誰れで も牽南 良芯 の冷汗 を禁 じ得ぬ所で あら う。」 〔『全集 ・第6

巻』、298～299頁 。 〔 〕 内お よび傍点は筆者〕

こうしてみると、牧口は、後に、『創価教育学体系梗概』(1935年 春 ごろ)〔以下、r梗概』と略

記〕のなかで述べているとおり(5)、 日蓮大聖人の仏法(絶 対的な真理)と 創価教育学(相 対的

な真理)と の関係性をきちんと把握 しうるようになった、まさしく、その時点において、学的

探究のあ り方を、何 らかのかたちで意識的にシフトさせていったのではないか。そして、「学的

良心」から 「正直」への言い替えがなされていくのは、そのことの1つ の明白な証左ではない

か、 と考えられるわけである。

さて、「正直」(心 が正しくて素直なこと)と いう言葉は、『体系』(全4巻)の なかで、7箇

所11回 にわたって用いられている。しかも、『体系 ・第2巻 』で出現 した最初の1つ 以外の6箇

所は、すべて、『体系 ・第4巻 』において登場するのである。

そのなかでも、はじめの2箇 所は、以下のように、取 りも直さず、知的な誠実さが大切であ

るとい うことを、明確に示唆 しているように思われる。
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「正直の模 範こそ教師の生命 である」 〔『全集 ・第6巻 』、278頁 〕

「力は即ち正義 な りと、一方に偏 した人 間に正直な認識 な どが出来るものかといふ人情の弱点」

〔『全集 ・第6巻 』、296頁 〕

けれども、3箇 所 目のそれは、仏法の領域にまでふみこんだ大胆な考察がなされているとい

う点で、意味内容が大いに異なってくる(6)。

「古来発 明家や新発見 の学者達 の大概 が、当世 に認 め られ ざる上、非常 なる侮蔑迫害 を受け るのは

皆な其妨害 に よる。 その事 に対 して無縁 の一般社会 よ りは、却っ て比較的知識階級 と して社会か ら尊

敬 されて居 る、従 つてその事 に よつて損害 を力婁 るか、熟 もな くば嫉妬 を起 し易 い同業者乃至学者 が

其 をなす ことは科学 の発 見史、文化の発達史 の轡 かに証明す る所であ る。手近 に立証 し得る世 間的

の事 柄で もその通 りである。況 んや深遠 なる出世 間的宗 教の法則等 に於 てをや。 いか に況 んや仏法 の
あらは

最高の肝心 に於 てをや。難解 難信、必ず驚異誤解 す るで あら うか らと 『四十余年 未だ真実 を 顕 さ ざ

りき』 と説かれた妙法蓮華経 に於 て、今 までの経 は これに達せんがための方便 に過 ぎぬ。 讐へ ば塔 を

建 てるた めの足代 の如 き ものであ る。建 てるまでは必要であつた が、建 て 墨仕舞 へば不用 に属す る。
　 　

依て正直に方便経 を捨て よと言 はれて も容易 に捨て切れ るものでない。そ こで有名 なる狂子の讐話が

昇窒 酷にあるが、実に宗教嫌ひの学者にも無量の教訓がある。教育者には教へる前の教はり方だけ

で も非 常 な る教 訓が 得 られ る。」 〔『全 集 ・第6巻 』、299～300頁 。 傍 点 は筆 者 〕

てんごく

そして、これか ら後の3箇 所では、「正直」と 「諸曲」(自分の意思をまげてまで、周囲にこ

びへつ らうこと)と が、相反する一対の言葉 として位置づけられるようになるのである。

「さて教 育方法の研究要求 か ら、その根抵た る教 師の研究態 度にまで詮索 して こ Σに至 つた 以上、

勢ひ教 師の熱心 といふ こ とにまで想到 され ざるを得 ぬ。是 に於てか 『熱心』が異常 に教師の資格 とし

て尊重 され ることにな り、人格 さへ高 けれ ば教育法 の研究 工夫 な どは ど うで もよい。といふ と同様に、

熱 心 さへあれ ば、教育法 は自然 と湧 いて出る、ペ スタロッチ氏 がその標本であ るなぞ といふ議論が可

な り弘 く、所謂熱 心家 の問に唱へ られ るのである。 ところがいく ら熱心 なる教師で あっ ても、その方

向を間違ひ 、教 育方針 の不明確 な努力 では、結果 に於 て無駄 にな り、却って有害で さへ もあり得 るこ

と …/と はいふもの 』、吾 々が人格 を無視 した り、熱心 を否定 した りす るものでない ことは殊更

に弁明するまでもない。是 に於 て人 格の基礎 であ り、熱 心の根抵 であつ て、それ等 を規定す る何物か
　 　 　 　

にまで、詮 索の歩を進 めなけれ ばな らず、遂 に其 の最 も根抵 に横 はる正直 と諸 曲にまで論及す るに至

つたのである。」 〔『全集 ・第6巻 』、321～322頁 。傍点は筆者〕

実を言 うと、「正直」であらねばならぬとい うことが本格的に取 り上げられるようになったの

は、教育方法論の核心部分にあたる 「教師の本務」に関す る議論が深まっていくのと、軌 を一

にしているわけである。それが、『体系 ・第4巻 』の最初の部分なのであった(「第1編 教育方

法論 ・緒論」の 「第1章 国家教育の破産 と対策」および 「第2章 教育方法論建築の基礎に横は

る先決問題」)。

したがって、牧口は、具体的な教育実践の問題を論じるようになると、必然的なかたちで、

「教師の研究法の実行が即ち子弟の学習指導の模範であること」〔r全集 ・第6巻 』、471頁〕、その

うえ、さらに、「教師が自己の職業を指導する法則が、直ちに子弟の学習指導の原則 となること」

〔同上〕をふまえながら、「学的良心」を 「正直」へ と昇華させていくことになる。 しかも、こ
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れは、後になって、『創価教育法の科学的超宗教的実験証明』(1937年9月)〔 以下、『実験証明』

と略記〕のなかで明確化 されたように、「絶対的な真理」に対する 「信の確立までの研究の過程」

と、「信の確立後、生活に実現の過程」との厳然たる峻別にもとつ くものであった、と推察 しう

るのではなかろうか(7)。

これまでの議論を、一応、整理しておくことにしよう。

「学的良心」 とい うのは、真理を探究 していく 「研究の過程」における理性のはた らきにほ

かならない。それは、いわば、「学習指導主義」にもとついた 「生活の学問化」のための心構え

としてとらえられるはずである。

しかしながら、「正直」は、理性のはたらきの礎 となる、人間の生命境涯ない し人格のあり方

を端的に表 しているのではないか。っまり、それは、知的活動のみならず、 日常生活の全般に

まで視野を拡大 しながら、人間存在それ 自体 と正視眼で向き合 うことを示唆 しているように思

われるのである。

ゆえに、「研究の過程」をとおして宇宙を貫く大真理を覚知 しえたのであれば、今度は、それ

を具体的な智慧に結実 させる、「生活に実現の過程」が大切になってくる。そして、この場合、

ひとりひとりの人間性のあり方がもっとも根底的な問題 とならざるをえないだろう。「学習指導

主義」を脱皮した 「生活指導主義」の立場から、「正直」を体した 「学問の生活化」とい う実践

行動が正面切って取 りざたされるようになるのは、そうい う理由によるのではなかろ うか。

かくして、創価教育学は、人間主義の光を、よりいっそう強く発するようになった。あえて

表現すると、それは、もはや、教育学の範疇を大きく超越 して、一種の人間学を構築するまで

にいたっている。

その結果、牧 口は、望ましき教師像を模索してく過程で、独自の 「人間類型論」を展開する

ようになる。もちろん、それは、「正直」の善 と 「諸曲」の悪 とい う基軸によって明確化されて

いるのである。

「然 らば如何な る人 が教 師に適す るか、 はた適せ ざるか。 発き篶 す る と孟直 と詣 曲 とがそれ の答 で

あ ら う。正 直に人 をも環境 をも、 はた 自分 をも認識 し、而 して公正なる標準 に照 して評価す るだ けの

智能 を有す るもの と、詔 曲以て強者にお もね り、 弱者 を憲 げ、人を欺 き己 を偽 り、 自利 に 目を暗ま

し、それ 以上に物事 を正認す る能 は ざるもの とが即 ちそれで ある。 白紙の如 き純真者 に詔曲 を教へ る

ほど有害なる罪悪 はない。 自然及び社会 に正 当に行 はれ てゐる因果関係の認 識 を誤 らせ、それ に順応
　 　 　 　

す ることを得 ざらしめるか らである。正直 の善 と諸 曲の悪 とを道理上で取捨 し得 ないものは異 常者 で

あ るが、 さて実 際の生活 に於 て果 して如何程 の正確 さを以て教へ られ る通 りに、その因果の法則 が顕

れてゐるや否や が問題 であつて、そこに生活 上の悩み が絶 えない所以があ る。善因の善果 よ りは却つ

て反対の顕 はれ が多い世 の中であ り、 といつ てその法則 を否定す るだ けの決心 がっ くか も亦た疑 問で

あ るか らである。

人間は無数 の階級 に別 け られるが、吾 々は少 くとも左 の三階級だ けを判然 と意識す ることが出来 る

ことは前巻 〔『体系 ・第3巻 』。cf.『 全集 ・第6巻 』、61～62頁 〕に於 ても観察 した通 りである。

一
、個人的独 立力 さへ も得ない もの として 自ら卑み、禽獣 に普通 なるが如 く、強者 には非常 の恐怖 を

な し、その反動 を以て 自分 よ り弱者 と見れ ば傲慢 に之を虐 待 し、スパイの如 く響 り親 しむ を以て

処世上当然 の事 と心得てゐる諸 曲者。

二、正直ではあるが限界 がまだ 自己の生存 以上に脱 出せず 、従つて 自分の生存 に関係 なき問題 には触

れ る事 を避け、悪 人を見て嫌ひ もせず、善 人に対 して特別 の親 しみ もせず、従つて誰れ にでも悪 く

は言はれ ないが少数の親 友もない。 自我独楽 の弱 い小善者。
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三、 自個 一身の幸福だけには満足が出来ず、常に共同者 と苦楽 を共にせん とし、物事を正認 し、正義

の為に敵を恐れず、心にもないお世辞は言へず 、損 と知 りつ Σ詐 り親 しむ ことの出来 ない人。

源 をた ゴせば強 と弱、それ に因る孟直 と藷 曲の差 に過 ぎず、その助長 と姜籐 こそ、教育の舅舗であ

る ことが解れ ば、誰 もが必 ず反省 すべ きこ と精であ ら う。」 〔『全集 ・第6巻 』、327～329頁 。 〔 〕内

および傍点は筆者〕

ふ りかえってみると、『体系』(全4巻)の 前半部分は 「研究の過程」(真理の認識)に 、また、

後半部分は 「生活に実現の過程」(価値の創造)に 、それぞれ力点が置かれているようにも思わ

れる。そ して、そのシフ トの1っ の現れが、「絶対的な真理」の覚知にともなって生起する、「学

的良心」から 「正直」への言い替えにほかならないのではなかろうか。

要するに、創価教育学は、「妙法」という 「絶対的な真理」を根本 とす ることにより、教育学

とい う枠組みを脱皮 して、「創価人間学」への展望をも体するようになった。上記の3種 の 「人

間類型論」は、そのことを如実に証明しているように思われる。

だか ら、最終的に、牧 口は、「凡夫」としての人間らしい生き方を、みずか らの規範 としてい

たにちがいない。

「教師は教材 の受売 りで あつ ては な らぬ と共 に、 自 ら軽 々 しく教材 となつて はならぬ と、余が従来

の人達 の教師観 が理想 と現実 とを混清 して居 るに反対す る所以 は教 師の技能 で も知識 で もはた全人

格 に於 ても、吾 々の如き凡夫 にあつて は現世 に於て到底理想 に達 し得 るもので ないの を強ひて なさん
　 　

とす るならばそれ こそ正 直を生命 とす る教 育の本質 と反対 に虚偽 を示す こ と墨なるのみ な らず 、悪 の

示範 さへも辞 せず とす る聾 を至る所を見せ付け られ てゐるか らである。」 〔『全集 ・第6巻 』、344頁 。

傍点は筆者〕

それは、まさに、わた したちに突きつけられた、もっとも大きな課題なのである。

2.「 人の子 を賊ふ」 ことなかれ

そこな

牧 口常三郎がしばしば用いた言葉のなかで、もう1つ 着 目すべきは、「人の子を賊 ふ」とい

うものであるように思われる。なぜかと言えば、それは、牧 口自身が体 している子 どもたちへ

の温かなまなざしを、逆説的にではあるが本質的な観点から、ものの見事に表現 しているから

である。

実際、その言葉は、『体系』(全4巻)の なかで、10回にわたって登場す る(第1巻 では1回 、

第2巻 は0回 、第3巻 では5回 、第4巻 では4回)。 しかも、それは、創価教育学の核心部分に

ほかならぬ教育方法 ・教育技術の問題に、深くかかわっているのである。

ところで、牧口教育学が、次のような 「慈愛」の念から生まれ出でたものであるとい うこと

に、誰 しも異論をさしはさむ余地はないだろう。

「一 日も早 く社会の一顧 を得て、国民教育の不安 を救 ひたい といふ情だけは益々濃厚 に赫籔 して来

たので ある。入学難 試 験地獄、就職難等 で一 千万の児童や生徒 が膠羅 の響 に輸 ・で居 る現 イざの悩

みを、次代に持越 させた くない と思ふ と、心は狂せんばか りで、区々たる藪春暴彪 の如 きは余 の眼中
ねがは

には ない。 希 くば物の良否 、価値の多少 は兎 も角 も、三十余年 間の苦心 を諒察 せ られ、 同情 ある叱

正 を切 望す る次第 である。」 〔『全集 ・第5巻 』、8頁 〕

一7一



創 価教 育学の基礎概念(3)一 「正直」 と 「慈悲」一

創価教育学の第一義は、子どもたちの幸福であった。そ して、このことは、世界における教

育思想の本流の智慧を、素直なかたちで反映させていたのである。

「二十世紀は子供の世界 とは、誰 にで も共 鳴 さるべき真理 として承認 され てゐる。 これ は従来 家庭

に於て も、社会 に於て も、厄介 者 として片隅に寄せつけ られ、圧迫 され、虐 待 され 、特別 の尊重 を与

へた積 りの家庭 に於 て さへ も、只僅か に大人 の為 めの生活 の響 に、衣食住 に参加 してゐた位 の過去
ただ

の子供 の社会 的位置が、今や子供本位 、子供 の為 めの生活が考へ られ る様 にな り、膏に消極 的に家庭

に於て邪魔者扱ひ されぬ事 になったのみか、積極 的には生長の最 も旺盛なる時期の大切 な 日中の生活

所で ある学校 が、異常 に重要視 され る様にな り、免 董茎乳 自身 あ睾檎が、非常 に増進 した事 を意味す

るのであつ て、 同時 に児童の教育が非常なる重要性 を帯びて来た ことを物語 る ものである。知 らず現

今 の教育は どれ程まで此の趨勢 に順応 しつ 〉・・あるか。」 〔『全集 ・第5巻 』、28頁 。傍点は筆者〕(8)

したがって、牧 口が、『体系 ・第1巻 』「第2編 教育 目的論」の冒頭において、次のような命

題を提起 したのは、自然の道理のしからしむるところであったように思われる。

「目的は手段 を生む。曖昧な的に向つて放たれた矢が 当る訳はない。今 の教育の不成績 は計劃の不
　 　 　 　 　 　

十分 に基 き、それ は 目的観 の不確立 に基 く。盲 目的、妄計劃の教育活動は人の子 を賊ふ もので、文化

国民の鮎態であ るとす る。」 〔『全集 ・第5巻 』、110頁 。傍 点は筆者〕

だが、わが国において、昭和初年のころに、教育実際家の立揚か ら、以下のように 「被教育

者それ自身の幸福」 という明確な主張をなしたものは、ほかにはほ とんど見あたらないのでは

なかろ うか。

「何処 まで も托せ られ た可愛 い被教育者各 自の幸福 といふ大 目的 を常に眼中 において、消極積極両

方面共 に、無理があつてならない」 〔『全集 ・第5巻 』、106頁 〕

「教育の 目的観は、飽 くまで被教育者それ 自身 の幸福 といふ点に常に定着 して居 らねばな らぬ」〔『全

集 ・第5巻 』、121頁 〕

教育の目的は何か。それは、ひとりひ とりの子 どもたちが、自分 らしく幸福をっかむことに

ある。そして、さらに、社会の全体が、幸福な繁栄を享受 しうることにある。

「社 会団体の要素たる被教育者それ 自身 の幸福 と共 に、社会全般 の幸福の為 めに、価値創 造の能力

を養成す るのが教育の 目的であ る」 〔『全集 ・第5巻 』、196頁 〕

しかも、そ うした考察は、「個人と社会」の視点から、その両者の関係性を的確にふまえた う

えで展開されていたのである。

「社 会が要求する 目的は同時に個人 が伸びん とす る 目的 と一致せね ばな らぬ。即ち真正の 目的は一

方が他方 を手段 とす る事な く、一方 の生存 目的 は他方 に於 ても当然 と して受 け入れ られ るものでな く

ては な らぬ。/即 ち国民あつての国家であ り、個人 あつ ての社会 である。個人 の伸長発展は蕪 て国家

社会の繁栄で あ り、充実であ り、拡 張であ り、 これ に反 して個人 の縮小 は即 ち国家 の衰微で あ り、勢

力の減退であ る。国家社会は原 素の結 合に依 つて栄 え、分離 によつて衰へ、解散 によつて消滅す るも
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の で あ る。」 〔『全 集 ・第5巻 』、114頁 〕

さて、それでは、教育学の目的は何だろ う。結論 を先取 りして言うと、それこそ、まさに、

「人の子を賊ふ」ことのないように、教育方法上の原理 ・原則 を、ちゃんと確立することにあ

る。つま り、教師たちが、みずからの教育技術を磨くためにあるわけだ。

「教育学は、教育者 が職業 を営む ために必要 なる指導 を得 ん として、需用す るのに応ず るた めに発

生 したものである。」 〔『全集 ・第5巻 』、88頁 〕

牧口は、「教育方法の技術の熟練が被教育者の幸福上には非常に重大なるもの」〔r全集 ・第6

巻』、115頁〕であることを、幾度も繰 り返 して強調する。なぜなら、教育の方法が具体的に明示

されて、教育者たちの力量がどんどん向上していかなければ、教育の真の目的は決 して達成 さ

れえないからである。

かくして、「人の子を賊ふ」は、『体系』の後半になると、従来の教育批判のポイン トとして、

たびたび引き合いに出されるようになる。たとえば、『体系 ・第3巻 』「緒言」では、次のよう

な問題提起が、その冒頭 となかほどで、2度 にわたってなされているのである。

「如何 に教へて犬あ手 を戯}まぎらこあんか。馬鹿 に付 ける薬 は遂 に発見 し得べか らざるか。 とは文

化の膳く莞 以来、人類 の最 も難解 とす る謎で はないか。 古来聖賢の遺 した宏大 なる業蹟 は一面か ら見

れば之 を解 かんが為の努力に外な らぬ と見るこ とを得 よ う。」 〔『全集 ・第6巻 』、5頁 。傍 点は筆者〕

「希 くば人間の生活分業中最 も複雑至難 で大計劃 を要す る創価事業 で教育が あること Σ、従って是
　 　 　 　 　 　 い

れに当 る教師は従 来の速成 的常識 のみであつては、人 の子 を賊ふのみである と謂 ふ点 に透徹 した教育

観 を以て教育改造の任に当 られん ことを。」 〔『全集 ・第6巻 』、7頁 。傍点は筆者〕

教育改造の焦点は、「知識の詰め込み主義」の打破にある。牧口が、そのことを十二分に洞察

していたことはまちがいない。 というのは、それこそ、まさに、修学中のみならず、将来にお

いても、「児童それ 自身の幸福」をふみにじる、根本の因だ と喝破されていたからである。

「屡ガ教育は大人になつてか らの生活 を準備す るものであつてはな らぬ と唱導 され る。 これは素朴

な る教育観 に因はれ、読み書 き算用 が出来 さへすれ ば、それ で沢山だ とか、今 日の学校教育が一 向役

に立たぬ とかいふ、世俗 の批評 に迎合 附和 した教育態度 に対す る反動 として唱導 された教育観 である。

教育者が蕩 もすれば、近 視眼的実 用主義 に堕 して、成長 の後 の需 用のみを考へ る所か ら、児童等現在

の生活 には直接何の関係 もない、従 つて彼等 には興 味も起 らず、理解 も出来 ない事 を、いっか は役 に

立っ時期が来 るに違ひない として、契鰭 に詰 め込む傾 向一 中等 学校 に於 ける英語科の如 きはそ の適

例で、そん な事 は現在 、中、小学校の教材 を捜せ ば其 の数 の多き に巴灘 す る。一 を排 撃 しや うと

す る思想で、擁かに虫蔵 すべき意 見に相違 ない。/も しも何 時かは滋養 になる時期が来 るに違ひ ない
しか う

か ら、今 は嫌で も喰べて置け といつて、子供 の嗜好 にも適せず、 消化力 にも過 ぎた食物を強い て喰べ

させ る親が あった としたな らば人 はそれ を何 と云ふであ らうか。幸ひ それ が無用 の長物 として単 に胃

腸 に吸収 されず、そのま 瑠 肖化器 を素 通 りして排泄 され るな らば、榔 それが厄介物であつて も無害
は い

として看過 され ることであ ら う。 しか し、それ が不消化 のま Σ腹 の中に停滞 して居て、後か ら這入つ

て来 る者の通過の邪魔 をな して居 る とした ら、果 して如何。 もし又、 更にそれ が腐敗 して毒素 を醸成

したとしたら果して如イ吼 早速生命に関係する事柄であるから如何に無理解の父母と錐もそんな婁撃
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をなす もの はない のである。 この生理学上 に於て甚だ見易い道理が、心理学上 に於ては直接急速に其

の反応 が現 はれ ないた めに、一般 に危険視 され ない。其れ故 に近年契釜 しくなった とはいつ ても、依

然 として、小学か ら大学まで、役 に立たぬ知識の屑 を無暗矢鱈 に詰 め込む といふ、記憶本位 の注入主

義 が横行 して居 るのを如何 とす るこ とも出来ず に、傍観 の姿にあるのは槻籔 の至 りではない か。/し
はいたい

か し欠 陥のよつて生 じて来 た原 因を静観す るな らば、其処 に被教育者 の幸福 の胚胎 を信ず る近視眼 的

の教 育者及 び父兄 の心理 を看取せ ざるを得 ないのである。前述 の如 く教育 は未来 の生活準備 ではない。

けれ ども、全 く生活 の準備 であつてはな らぬ といふ こ とも断言 はできない。何 となれ ばこれ は教育学

者 が命令す る訳には行か ぬ点である。 よ し学者 が命令 的の権威 を以 て力説 しても、父母 も児童 もそれ

に服従すべ き性質 の ものではない。要す るに児童現在 の幸福 を顧みず に、且つか うして教育 してお け

ばいっかは未来に幸福 となるだ らうと言 ふ不確 定の 目的 を目指 して進 んでは、いけない といふ こ とに

なれ ば何人 も宰 て之 を認 める所 とな るであ ら う。若 し然 らば一般承認 の可能 性がある と信 ず るの は

当 然 で は な いか 。」 〔『全 集 ・第5巻 』、116～118頁 〕

創価教育学のほんとうのねらいは何か。それは、こうした教育方法上の重大な欠陥を、徹底

的に克服す ることにあったわけである(9)。

は

「現代教育の主潮 と称 して今 の 日本の教育界に於 て、互に相 対立 して覇 を争 ふ状態 にある ものに少

くとも左の六種が数へられる。/公 民教育 郷土教育 農村教育 舅搾教育 体験教育 合科教育/

も しも此外 に地理 教育、歴史教育、道徳教 育、 体育、手工教育、音楽 教育等を も数へ立 てた な らば、

数十種 を挙 げることが出来 るであ ら う。実際的教育者は如何 に之 に応接 し、如何 に之を統合 し、如何

に之 を取捨選択すべ きであ ら うか。//時 弊 を救ひ欠 陥 を埋 めんが為 に全体の達観 を忘れず に、部 分

的に努力 を集注す るならば兎 も角、その部分 を全体な りとして他 を顧ないか若 しくは他 を犠 牲にす る
　 　 　 　

を意識せ ざるに至つ ては、それが成 功す ればす るほ ど、教育 に遠 ざかるの結果 とな り、『彼の人の子 を
　 　

賊ふ』事 に於て恐 るべきであるか らである。一時天下 を風靡 した動的教育や、自由教育や、ダル トン ・

プランな どは、今は何処 に行つ たか。 中央で も地方で も毎年夏期 冬期の講習会の流行 を潔 うに見渡

す と共 に、その各学校教育 に於 ける反 映を考察 す るな らば思ひ半 に過 ぎ るものがあ ら う。」 〔『全集 ・

第6巻 』、348～350頁 。傍点は筆者〕

後に、牧 口は、「教育態度論」(1936年4月)の なかで、明治以来の近代公教育のあり方が、

学問と生活 とをかい離 させてしまい、学業においても、生活においても、子 どもたちが大いに

賊われてきた事情を、以下のようにわか りやす く説明してくれている(10)。

ごとごと

「幼年 時代か ら青年期 に至 るまで、十数年 に亘つた学校生活 に於 ての教導 が、 悉 く知識 の詰込み

ノー トの作 製で、之を以て学校教 育の本質 である と思 ふ状態 であれ ば、研究 、思考、創作な どの萌芽
じゆうりん

が全 く躁 瑚 され て しまふ のも無 理はない。かや うに して 目本人の頭脳 の大部分 は、その間違つた教

育法の病弊のために頑固 とな り、学 問 と生活 とが全 く隔離 して しまひ 、二元 的のもの に吾々 の生活は

分裂 したのである。」 〔『全集 ・第9巻 』、18頁 〕

それゆえ、教育の改造は、制度 ・機構の再編のみにとどまってはならぬ。 これからは、決 し

て 「人の子を賊ふ」ことのないように、教師の養成や選択の仕方にっいても、抜本的に見直さ

れなければならない。

「未来の国民を教育し、現代の文化を継承すべき後継者を養成する重任を託される教育者に於ては
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単に天あ手を簸1まぎらんが為に努力するのみならず、即ち児童に過失や1蚤我をなからしめん為の養護

の任にあたるばかりでなく、丁度芸術家が希禰や大理石にその理想を実現する様に、奇鵡き児童の脳

髄 に生活 の理想 とその実現能力 を附与 し、人 格の価値 を附加す る といふのであるか ら、教 師には余程

の注意 を以て人材 を選択 して当 らせ なければな らぬ筈 である。」 〔『全集 ・第6巻 』、32頁 。傍 点は筆者〕

しかも、そのためには、教師たちがみずからの本来的な使命を自覚するとい う、固有な意味

での職業意識の確立こそが、必須不可欠になってくるのである。

「自然 的将 た社 会的環境 をそのまま教材 として感化 を受 け しめる様 に、被 教育者 の認識力及 び評価

力を働 かせ る ことを本旨 とす べき、今 後の教 育に於 ては、教 師はこの使命 を自覚 して謙遜 し、以て其
　 　 　 コ 　 　

の任務 を誤 らざる様 、即 ち善 の感化 をな さざるこ とを憂ふ るよ りは、 人の子 を賊ふ ことを恐れ るの を

忘れ ぬ様 にしなければな らぬ。」 〔『全集 ・第6巻 』、55頁 。傍点 は筆者〕

「研究方法 上の手本 となつて も、教育材料 として模範 となつてはな らぬ。恐 らくはこれ は従 来の伝

統上の、教 育方法観 とは、氷炭 相容れない所 と怪 まれるのであ ら うが …/… 大人 に対 しては

何で もない事 の様で も、純真無垢 の児童 には彼 の人 の子 を賊 ふ といふ大変な結果 となるこ とを恐れな

ければな らぬか ら、余 は教材 として の模範 となつてはな らぬ といふ所以 である。」 〔『全集 ・第6巻 』、

278～279頁 。傍点は筆者〕

そこな

実は、時折、「人の子を賊ふ」が 「人の子を賊 はぬ 〔ように〕」と言い替えられていることに

は、ぜひ とも刮目する必要があるだろう。なぜなら、この場合、苦悩にあえぐ子どもたちを救

済せん とする、たぐいまれな教育者の内面から発せ られる確固不抜の 「慈愛」の念が、ひとき

わ強く感じられてならないからである。

「教育法は児童又は生徒の修学法の輔導乃至指導するにあつて、彼の医学等の研究に当り動物の試

験をなす性質とは全く異るものであれば従来の内外各種の新教育学校等に於けるが如き漫然たる新
　 　 　 　 　 　 　

しい試みであつてはな らぬ。必ず確然た る科学的根拠の上にたつて、少 くとも 『人の子 を賊は ぬ』だ

けの研究 を積 める原理に依 らねばな らぬ。」 〔『全集 ・第6巻 』、134～135頁 。傍点は筆者〕

子 どもたちは、「世上の何物にも代へ難き生命 といふ無上宝珠」にほかな らない。ゆえに、教

育の方法や技術は、「人生最高の目的観」にもとづきなが ら、常に発達向上していくように展開

されねばならぬ。しかも、そ うしていけば、必ずや、「自信」と 「歓喜」が ともなってくるはず

である。

「教育は最優最 良の人材 にあ らざれ ば成功す ることの出来 ぬ人生最高至難の技術であ り芸術 であ る。

是 は世上の何物 にも代へ難 き生命 といふ無上宝珠 を対象 とする に基づ く。 されば母の愛 と父の慈 とを

代表す ることの出来 るものに して初 めて成功す る所であ ら う。此の重 任に堪へ るだけの教師は先づ両

親 の尊敬 に価す る様 な、性質純 良、学業優秀の階級 より選択 さるべ く、それに対 して国家が彼 等の安

住 し得 るだ けの社会 的将た精神 的の優遇 をなす こ とを父兄か ら要求 されね ばならぬ。 この最高至難な

る蜜 壌 に選ばれたる教師は、地位の尊厳を想ふに就ては、何よりも先づ先覚の遺したる全経験の継
　 　 　 　 　 　 　

承 をなす が上 に、 それ を具体化 して、彼 の人 の子 を賊 はぬ だけの練習 を積 むこ と、 医師 の如 くな らね

ばな らぬ。それ が為 に先づ以つ て、仕事 の 目的観 に対 して明確な る見識 を持 ち、盲 目的機 械的 の不経

済なる労働 に陥 らざるこ とを期せ ざるべ か らず。その 目的観 もまた各学科各部分 に於 ける当面 のもの

に留 らず、 それ の因つ て生 じた源へ と次第 に遡 り、遂 に人生最高の 目的観 にまで達すべ く、斯 くして
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有機的人生観の全体系に対して相当の理解を持たねばならぬ。教育が自余の物質的、機械的な社会分
ゆゑん ここ

業 に比 して最高至難 なる所以が菰 に存す る。何故に斯の如き最高の 目的観の理解ま でに、教師 は達せ

ね ばならぬか。それは 当面技術 の基礎 をなす意識的方法観 の根抵原理で あるか らで、 これが なければ

教育方 法の真 の理解 は出来ず 、従つ て教 育技術に対す る 自信 と其 味は知 り得 る もので ないか らであ

る。」 〔『全集 ・第6巻 』、253～254頁 。傍1点は筆者〕

果たして、「人の子を賊はぬだけの自信」を確立することができるか どうか。それが、まさに、

最終的な難題 となるにちがいない。

「人 間生活 の最高級 に立 つ教 育分業 の技術者 たるものが、少 く ともそれだ けの学習 と経験 〔専 門学
　 　　 　 　 　 　

校 卒業年数位 の実地練習 と研 究〕 とを積 まず して、人 の子 を賊 はぬだけの 自信 が正当に立つであ らう

か。教 育者 が 自分 の職業 の神 聖な る内容に対 しては、監督者 であ らうが、大官であ らうが、一歩 も薇

れ是れは云はせ ない といふ大抱負 と自信 とを心底 に蔵 して、 しかも知 らざるもの 峯如き謙遜 に甘んず

るに至つて、初 めてその域 に達 した といふ ことが出来 る。 之れ が為 には仕事 の 目的の遠 近、大小 に整

然た る系列 があ り、之を達成す るに順序 と手段 と方案 とが、 又た具 体的に備 は り、仕業 と成 功 との関

係が百発百中 といふまでの練習を要す るのである。 あま りに現代離れ を した架空 の理想 には相違 ある

まい。籍 の創価技術 乃至 芸術 が今 日の発達 をな し、社 会 といふ大規模 なる精神 的結合体が意識 に上

る様 になった結果、最高級 の創 価技術 として教育事業 が認 め られかけて来た以上、饒かれ章 かれ そこ

まで には漕 ぎ着かなければ止まぬ ことだ けは断言 し得る と信 ず るものであ る。」〔『全集 ・第6巻 』、434

～435頁 。 〔 〕 内お よび傍点は筆者〕

こんいつ

詮 ず る とこ ろ、そ れ は 、ひ とえ に 、「教 育 に就 て の 信 ・行 ・学 の三 大 要 素 の統 合 渾 一 」 〔『全集 ・

第6巻 』、446頁 〕如 何 にか か っ て い る 、 と言 え るだ ろ う。 した が っ て 、 わ た した ち は 、改 め て 、

も う1度 、 牧 口常 三 郎 の人 生 の軌 跡 を 、そ れ こそ 正 視 眼 で ふ りか えっ て み な けれ ば な ら ない よ

うに思 われ る ので あ る。

3.「 幸福 に生 きる」ため に

牧口常三郎が目指 していたものは何か。それは、簡潔に表現すれば、ひ とりひ とりの人間が

「自他共に幸福なる生活」を営むことのできるような、心身 ともに 「円満平穏なる社会」を建

設することであった、と言えるだろう。

「教 育は無意識 に暮 して居 る社 会的生活 を意識 的に計劃的 に遂 げさせ て、幸福乃至安楽 の境界 に達

せ しめん とす るのである。然 らば其の幸福安 楽の 霞的 に向つて の、意識 的計劃 的なる社会生活 とは何

か。/衣 食住 一切 の供給 か ら生命財 産の保護 までも、悉 く国家社会 の団体生活 の御蔭 でないものはな

い。社会 といふ有機体 の中にあつて、その保証 を章 けて ∫なけれ ば一刻 た りとも、生命 の維持 は出来

ない程 に、社 会団体の無 量の恩恵に浴 して居なが ら、毫も之を意識 しないで、却 つて僅 か許 りの不便

不 自由に対 して、遠 慮な く不平不満を漏 らして平気 で居 られ る程度 の社会 生活 に無意識 なる低能者 を

指導 して、 己が貴重の生命 を耗 し、社会の広大無辺 の力 に よりて、始 めて安楽幸福 の生活 が出来 るも

ので あるといふ事 を感ぜ しめ、それ によつて社会意識 を喚起せ しむるのみな らず 、如何 にせ ば 自他箕
　 　 　 　 　　 　

に幸福 な る生活 を遂 げるこ とが出来 るか との研 究工夫 を促 し、結 局共存共栄 といふ社会生存 の法則 、

即 ち社会道徳 を尊重 して、銘々 がそれ に順応 して生活す る外 に途 のない ことを悟 らせ、出来得 べ くん

ば率先 して感恩報謝 の貢献 的生活 に入 り、以て幸福安 楽の共 同生活 を営む ことの出来 る円満平穏 なる
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社会 の創造 に努力せ しめん とす るのが計劃 的教 育の期 待する所である。」 〔『全集 ・第5巻 』、141～142

頁。傍点は筆者〕

なぜかと言えば、「真の幸福」とは、社会のなかでひとびとの絆がしっかりと培われ る、その

過程をとおして、価値創造的に築かれていくにちがいない。 しかも、それは、自分さえよけれ

ばそれでよいという、「利己主義の幸福」によってもたらされることはないからである(11)。

「何人で も少 し考へて真の幸福 を求む るな らば、単 に個人だ けの範 囲内では決 して真の幸福 は得 ら

れ ない事は見易 き道理 である。孤立 して居 ての生活 に於 て、直接 間接 に影響 ある周囲の社会的環境 に、

少 しでも反抗力 があっては、幸福は全 く打 ち消 され て仕舞ふ訳 であるか らである。 自分だ けが仕合せ

であれ ば、他 は如何 でもよい といふ利 己主義 の幸福 ではな くて、 その中心 に自分が居 るにせ よ、吾 々

の生活 は社会 と共存共栄 でなくて は、暫 くで も真 の安 定は得 られ ない といふ こ とを意識 しての 上に求

む る幸福 な らば、決 して弊害 があ るべ き筈 はない のである。実際 に関係者 と共 にす る生活で な くては、

決 して幸福は得 られ るものでない事 は、吾々 の誰 でも少 しく考へ るもの 」直 ちに発見す る事で ある。」

〔『全集 ・第5巻 』、129～130頁 〕
ぐう

「真 の幸福 は、社会 の一員 として公衆 と苦楽 を共す るのでなけれ ば得 る能 ざるもので あ り、真 の幸

福 の概念 の中には、 ど うして も円満な る社会生活 といふ ことが欠 くべか らざる要素 をなす ことが容易

に承認 され よう。」 〔『全集 ・第5巻 』、131頁 〕

した が って 、 そ の た め に 、教 育 は何 を なす べ き か。 ま た 、教 師 の本 当 の使命 とは何 な の か。

牧 口は 、 こ の こ とにつ い て 、美 ・利 ・善 の観 点 か ら、次 の よ うに明 言 す るの で あ る。

「〔それ は、〕知識 といふ名前で表は されて居 る真理若 くは道徳 を、人生 に応用 して価値 を創 造す る

力 の憲躍 を図るこ とである。詳言すれ ば言語 によつて代表 され る真理 を認識 し、記 憶するばか りでな

く、それ を生活に応用 して、善 と利 と美 とを創造す る能力 を増大す る様、被教育者 を轡 難 す るこ と

が、即ち教 師の本務だ といふ ことである。害 ・悪 ・醜 を防止 するのみな らず、進ん でそれ を利化 し、

善化 し、美化 して、幸福生活 を創造せん とす る被教育者 の力 を指導 し、啓培す るのが教師の本務 であ

る、 といふ ことが 自覚及び他覚 され るな らば、知識伝達機関 と しての教師 よ りは、非常に重大 なる役

割 として活 躍すべ く、教育改 良のすべ ての施 設が、 自ら講ぜ られ るこ と 墨な るであ ら う。」 〔『全集 ・

第6巻 』、247～248頁 。 〔 〕内は筆者〕

ところで、創価教育学 とは、文字 どお り、「創価」の教育学 にほかならない。それは、何より

もまず、「価値の創造」作用の指導法を、研究の対象にすえている。

「本書 を創価教育学 とした のは知識 の詰 め込み主義 などの一部分的教育 に安んぜず、利 と善 と美 の

価値 の総合た る幸福 生活 の指導 を以 て教育 の 目的 とし、それ を達す るに当つて認識、鑑 賞等の智情 の
ていめい

働 きに停迷せず 、価値創造 といふ全体的活動 をさせ る様 に指導す るを方針 とな し、三者 の提携 の協調

を以て組織的計画的に遂行するに至 らしめん との企図である。」 〔『全集 ・第6巻 』、341頁 〕

そ して 、 「教 育 は児 童 に幸 福 な る生 活 をな さ しめ るの を 目的 とす る。」 〔『全集 ・第5巻 』、130頁 〕

の で あ り、 「終 局 の 目的 は価 値 の創 造 とい ふ 人 生 の幸 福 に あ る」 〔r全集 ・第5巻 』、58頁 〕 の だ か

ら、 結 局 の と ころ 、 「創 価 」 とは 、教 育 の 主 眼 が 「価値 の創 造 」(=幸 福 に生 き る)に あ る とい
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うこ と を、 端 的 に表 してい る ので あ る。

「創価 とは価値 の創造 を教 育の主眼 とす べき ことを意 味 し、而 して如何 なる価値 か といへ ば単 に手

工や 図画な どの一部分 に留ま らず 、全 教科 目に亘 り、其の上 尚ほ 日常の生活に即 した利 ・善 ・美 の三

方面に亘って遺漏 なき様 に教材 の選 択か らその運用法まで を一新すべ しといふのであ る。殊更 に作業

教育 といふて一部分の区別 を しな くて も、教育の主眼を創価作業においた以上、それ の手段 と して の
とんぼしり き

諸教科は如何なる もので も、価値 の創 造即 ち応用作業まで に至 らな ければ尻切 り蜻蛉で、教育の 目的

達成 の主 旨に会はぬ もの とするのであ る。 日常の生活を直観 して学問 させ、その学問を応用 して生活

上の価値の創 造にまで結び付け しめる指導 をな して こそ初 めて教育 の手段た るに足 り、生活 に合致す

るのである。」 〔『全集 ・第6巻 』、354頁 〕

また、他方、創価教育学には、「創価教育」の学 とい う側面がある、と言 うこともできるだろ

う。ただし、実際のところ、牧口は、「創価教育」の具体的な内容にっいて、必ず しも明確に論

じたわけではない(12)。

昭和初期の当時において、「創価教育」の実践は、容易なことではなかったはずである。だか

ら、牧 口は、『体系 ・第4巻 』のなかで、それは、あくまでも目標である、と位置づける。

「人 間は郷土 といふ 自然 と社会 との環境 に調和 して生活す るこ とによつて価値 を獲得 し、然 る上に

独特 の個性 に応 じた利 ・善 ・美の何れかの価値 を創造 して生活 し、それ によつて社会 の文化 に貢 献 し、

以て無意識ながらも、世に生れた呆儀を遂げたことを満足するものである。被教育者をこΣまで指導

して来ることが出来れば、善蕩あ自糠1ε 是剤曲薮蕎の期するべき所である。これ以外には世人の教

育に期待す る所も恐 らくは出でないであ ら う。/従 来 の物質的意味の科学 的教育学 では是 までの計画

を立てれば、それ で任務 は一通 り果 した といひ得るであ らう。然れ ども精神的意味 の他 の一 面 を思ふ

と、未 だ寵 を醤 いて点晴を欠 く といはねばな らぬ。」 〔『全集 ・第6巻 』、385頁 。傍 点は筆者〕

そして、さらに、「創価教育」は、将来において実現されるべき理想である、と述べているの

である。

「今の教育の能率の上 らぬのは教師 に教育方法上の知識の欠乏 と、それが実行技術 の練習の不足 と

の二点 に約す ることが出来、而 して其知識 の欠乏は結局、 目的観念の不明確 と之に達す る方法観の貧

弱 とに約す ることが 出来 るで あら う。そ こで其一の修養だ けで も穫 に第一流の分業者 と名声 を競ふ こ

とが出来や う。が、併 し善犬あ蓮憩 を子 る蒼U価藪 青の本質 上か ら眺めた所 では、ま だ半分 で しかない。

物質 的で又終局的 の創価事業 ならばそれ で足 る。 けれ ども之れ等 の創価事業に堪iへるだけの人材、即

ち創価能力 を持っ意識体た る人格陶冶 を仕事 の対象 とす る教 育技術者 としては、まだ初歩の階梯た る

に過 ぎず して、其上 になほ同様の階級 があるこ とを知 らねばな らぬ。何 をかいふ。/被 教育者即 ち学

習者 の生活 が無意識 の行動か ら跳躍 して、意識 的である鉾 りでな く、 己れの仕事 に明 目的で あ り且 つ

それ に向つて計画 的の手段 を選ん で進行す るこ とが出来 なけれ ばな らぬ。 この域 に被教育者 を到達 さ

せるこ とによつて初 めて能率 の最高 限度 に上げ しめるこ とが出来る と信ず る。合理的学習 とは之をい

ふ。」〔『全集 ・第6巻 』、457頁 。傍 点は筆者〕

こうしてみると、牧 口が、「教育の改造に於ける根抵は教師」であるとい う、現実主義の問題

提起をなしたのは、しごく当然の理であったように思われる。しかも、それは、みずからの理

想としている教育が、なかなか実現しそ うにないことを、暗黙のうちに示唆 してたのではない
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だ ろ うか。

「要す るに教 育の改造 に於 ける根抵 は教師 であつて、その不完全 に基 く弊 害は他 の如何 なる機 関 を

改良 して も結局改善は不可能であつて枝葉末節の修繕に過 ないこと」 〔『全集 ・第6巻 』、98頁 〕

制度 ・機構が整備 され、施設 ・設備がいかに充実したとしても、それを運用する主体として

の人間の側の変革がなされないかぎり、改革は絵に描いた餅になる。実際に、子 どもたちは、

出来の悪い教師に直面すると、ひどい目にあってしまうからである。

「不良な教師」が 「純真無垢の児童に与へる影響は大人の考へ及ばざる大刺激で、たとへそ

の当座に於ける蕩蓑は小 さくとも成長 と共にそれが増大 し、終生犠ふべからざるものとなる」

〔r全集 ・第6巻 』、172頁 〕 に ち が い な い 。 現 代 的 に表 現 す れ ば 、 そ れ は、 ま さ に 、 「不 幸 の 出会

い 」 に ほか な らない ので あ る。

それゆえに、牧 口は、「純真警簾、玉の如き少年少女を擁めず伸び さす為には、之が指導者の

選定には余程 の慎重を必要 とする。い くら手腕や力量があらうとも、ヒィステ リックや、頑迷
いささか

や拗ぢくれたや うなる 些 でも普通 と変った所のあるものは断 じて教師 としては不適任者 と見

なければならぬ。」〔『全集 ・第6巻 』、257頁〕、 と主張する。そのうえ、さらに、彼は、小学校長

としての永年の経験か ら帰納的に判断してい くと、教師 という職業に対する適不適の性質が、

はっきりとあることが認 められる、と述べているのである。

「今 までの教師養成及監督の機関 に此の点 の認識が不足で、 自由労働者 を得 るが如 く漫然た る方針

の もとに、不適任の人物 にまで、 この職が与へ られ るの は恐 るべ きこと 』い はね ばな らぬ。一般 の技

芸に関す る職業は 自由な る生存競争 によつて 自然淘汰 が行はれ、適者のみが生存する こと 》な るので

あるが、教師の職だ けは、政府の過 大な る保護政策の下 に、不適任者 と錐 ども、等 しく永い生存がそ

の社 会に出来 るが故 に、之 に教育 され る子弟は穆酷であ らね ばな らぬ。拙劣な工人に よって作 られた

歪んだ器 物は商 品とな り得ず に葬 られ るか らよい が、不適任な るヒステ リツクの悪師に教養 された不

良性 の人格は如何 ともす ることが出来ぬ。之れで も一生は社会の厄介物 として生存せ しめなけれ ばな

らぬ。一人二人で もさ うであ るに、斯 様なる不適任な る悪教師の一生 に於て、続々 さや うな不正 品を

製造 して、害毒 を社会 に流布 させ るのであるか ら、怖れなければな らぬので ある。借 問す、 目本の教

育は文部大臣初 め、教育家 も政治家 も、此の点に於て何 ほどの意識 的計画がな されっ ンあるか と。そ

の癖 、不良少 ・青年の矯正感 化に莫 大な る国費を惜まない迄に醒 めて来たではないか。 少年保 護司な

どの当局者 が、家庭生活の不仕合せに よるとまで は考へ ても、小 ・中学の教師の影 響までを問題 とし

たのを聞かぬが、恐 らくは驚 くべき原 因が こ Σに潜んで居るであ ら う。た とへそれが全 部ではないに

して も、不良家庭 に育つた藷面なる性 質を矯正す る能は ざるのみか、却 つて助 長す るだけでも大害 と

いはねばな らぬでな いか。余が在職 中に育つた青年女子が親 しい関係 か らの無遠慮の告 白によつて驚

くべき証拠 が挙 げられたので あるが、教師に対す る斯 様なる批判 は言 ふ ことも聞 くこ とも嫌 ひ且っ恥

つる といふ東洋風の道徳 に基づ く、評 価を以て認識 に代へた習慣 か ら顕れ得ないまでの事 で、決 して

僅 少の事例ではない と信ず る。蓋 し教師の職 が一般芸術 とその質を等 し うす るに留 らず 、人 間 を素材

とす る最高技術であ るに よつて善悪 ともに社会に及ぼす影響が絶大な るに よるのであ る。 これ ほどの

関係 が是迄 の教育政策に於て無意識 に見逃が されたのは恐 ろしい ことであ る。」〔『全集 ・第6巻 』、326

～327頁 〕

っまるところ、創価教育学の考察は、教師の養成と選択の問題に収敏していっているように
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創 価教育学の基礎概 念(3)一 「正直」 と 「慈悲」一

も見受けられる。すなわち、「正邪の判断 と社会的共同生活 とを実践によって指導すべき位置に

居る教育者」〔『全集 ・第5巻 』、5頁 〕、ない し、「正邪善悪を識別せ しめることを以て第一の職 と

する教師の地位」〔r全集 ・第6巻 』、79頁〕にとって、もっとも大切なことは何か。そのことが、

まさに、『体系』(全4巻)を 貫く、根底的なテーマであり、コンセプ トであった、 と言えるの

ではないだろうか。

牧口は、「創価教育法の実験証明」運動を担 う教師たちに対して、子 どもたちの幸福のために

精進することを期待 したにちがいない。なかんず く、潤 蓮大聖人の仏法(妙 法)を 信 じられる

ような純真さを有する、「正 しい性格」の体現者が希求されていたのである。

よって、「教師の選択条件」は、『実験証明』のなかで、以下のように論 じられることになる。

しかも、それは、牧 口自身の生き方と、見事に重なり合っているのである。

「信用 の確立 しないものが新意見 を提 唱す るには、箕結果 の現 はれ た成績 を直観せ しめて、それ が

原 因に魎璽せ しめるよ り罧 に蓬 がない ことは前述 の通 り、之には之に当る入物 と、それ を実験せ しめ

る学校等 の設備 を要 し、それ には多 くの資金 がなけれ ばな らぬこ とは云ふまでもないが、信用 のない

吾 等には望むべか らざる所 と諦 めて、数十年 の歳月 と、響 か らざる苦心 とを重 ねて今 日に及び、他

目に於 ける醜覚 の後進 者を空望す る外 に途 がなかった。所 が、檎穿秋月左都夫翁の見 出す ところ とな

り、方案 によつては多少の援助 を椿まぬ との非 常なる厚意 を得、墾容 の寮 讐 と感激 したのであ るが、

何 よ りも先 づ同志の人材 を揃へるのが先決 問題 であ り、然 らず して軽挙失敗 の暁 には取返へ しのつか

ぬ罪悪 となる を恐れたか ら、一応辞 退 した上、更に実験 教師の研 究補助 として、紗 か らぬ費 用 を得た

ので、いかに して この全 く茗莉 を放れ たる高潔 なる厚意 に答 へるに足るだけの同志者 を得んか と考慮
かんじん

した る結果、法華 経寿量品の肝心 『南無妙法蓮華経』 の三大秘法 を信 じ奉 るだけの純真 さを有す る、

正 しい 性格 といふ条件 を以て教師 を選定 した。/こ れは今 の世 に於 ては一大驚 異 として窟 まれ る所

であ ら う。それ ほど実際 に当ると、全 く謬榛の中 より黄金を探すが如き至難事 である。事 は誰れで も
ただち

実験 して見れ ば 直 に解 る所であ ら う。それ だけ法 華経 の功徳一 生活 に対する価値一 の絶 大な る

事 を証明す るもの と、過去人年 間の体験上 より確信す る所であ る。」 〔『全集 ・第8巻 』38～39頁 〕(13)

もとより、教育の現場では、そのような条件が、容易に満たされるはずはない。だか ら、牧

口は、公正なる実験証明をなして真理の判定に役立てるために、さしあた り、必須不可欠の条

件 として、「正直」と 「慈悲」との2要 素を提示する。しか し、実際には、そ うした要素自体 も、

「法華経の鏡」に照らしてみるほかに的確に判断しうる手だてがないとい うのが、いっわらざ

る実情なのであった。

要するに、理想的な教師を選定していく手がかりは、「妙法」の信仰 しかない。つまり、それ

が、唯一の条件になる。このことが、牧口にとっては、最終的な結論 となったわけである。

「『薪 憲 は如来 の現 在 にす ら憩媛 多 し、レ濫 や滅度 の後 をや』『一切世 間慧多 くして信 じ難 し』 と、

釈尊 が二千年前 に法華経に於て予言 された ことを、 日蓮 大聖人がその御 一生に於 て、科学 的の実証 を

な された普遍的法則が、吾等の生活に於て も如実に証 明 され るか ら信 ぜ ざるを得 ないのである。社会

的 には、 いか に有徳 の人格者で も、 いかに心臓の強い人 でも、卒然毘き蓉 に会ひた塞つると、犬 の前 の

猿のや うな反感 を現 し、怨嫉、軽蔑 を禁 じ能はぬのが、末法 現時の常で、法華経 の予証 の適 中には驚

歎藩 く籠 はざる所 である。 之は、隠す ことの出来ない内心の弱点が暴露 さるのであ るが、その 中に於

て極 めて少数者 のみ が素直 に信 じ得 るので あるか ら、人物鑑識の上 に、従つて人格修養の上 に、暗 中

模索の現代に於て一大光明を得たのを喜び、最も叢ず走直た亡そ藷曲姦ら手、莉邑圭義にあ邑争εそ
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親 あ如 ぎ慈悲芯あ所肴著 にあ らざれ ば、教育者 と して共 に提携す るこ とは出来 ないと思はれる。其れ

を教 師の選択 に応 用 して、其 の真理 を証 明 して見や うとしたものである。何故 に斯か る至難 な選択条

件 を採用せ ざるを得ないか が解 るであ らう。」 〔『全集 ・第8巻 』、40頁 。傍点は筆者〕

おわ りに

牧 口は 、『体 系 ・第2巻 』 の末 尾 にお い て 、 「創 価 教 育 の原 理 」 は 、 「直観 、思 慮 、応 用 とい ふ

三 段 教授 」 や 「ヘ ル バ ル ト派 の 五 段教 授 」 の な か に見 出 し うる 、 と述 べ て い る。 〔cf.『 全集 ・

第5巻 』、410頁 〕 そ して 、 ま た 、 『体 系 ・第3巻 』 の 冒頭 に お い て は 、次 の よ うな 「創 価 教 育 六

大 指標 」 が掲 げ られ て い る。

自

然

の

個

性

感情の理性化

二 自然の価値化

三 個人の社会化

四 依人の依法化

五 他律の自律化

六 放縦の統一化

文

化

の

人

格

〔『全 集 ・第6巻 』、12頁 〕

けれ ども、『体系』(全4巻)に おいて、「創価教育」の具体的な中身にっいては、必ずしもわ

か りやす く論 じられたわけではない。それは、「妙法」との関係性が判然 と把握されるようにな

ってはじめて、明確なかたちに結実していったのではないだろうか。

『梗概』の結語が、「法華経と創価教育」〔『全集・第8巻 』、405頁〕と題 されているとい うこと。

そして、さらに、『実験証明』のなかでは、「創価教育の根拠たる法華経の信仰」〔r全集・第8巻 』、

28頁〕と明記されているのは、そのことを如実に示 しているように思われる。

「創価教育法」すなわち 「創価教育学の提唱する指導主義の教育法」〔r全集 ・第8巻 』、12頁〕

は、「人類の生活の指導法」〔『全集 ・第8巻 』、32頁〕であると言ってよい。つま り、それは、す

べてのひとび との幸福のために実践される、「普遍的な教育法」なのである。

したがって、とにもか くにも、「正直」と 「慈悲」を体した教師が、ほんとうの意味での決め

手になる。それこそが、まさに、教育の改造の鍵であり、理想的な教育へ向けての盤石な土台

となるにちがいない。

なぜかと言 えば、「創価教育法」というのは、

「最高の正直による最大の慈悲といふ法華経の精神に基づいた首響 花権の合理的生活法である」

〔『全集 ・第8巻 』、411頁 〕

に相違ないか らである。

(注)

(1)こ の こ とは 、 『体 系 ・第1巻 』 「緒 言 」 の 「二 」 〔cf,『 全 集 ・第5巻 』、6～8頁 〕 を読 め ば 、 判 然

と把 握 し う るに ち が い ない 。

(2)な お 、 そ の ほか に も、 「学 者 的 良心 」 とい う言 葉 が、 『体 系 ・第1巻 』 の な か で 、1箇 所 だ け 用 い ら

れ てい る。
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か

「斯 くして吾 々は、如何なる偉人の言で も、軽 々には信服 しない と同時 に、如何 に賎 しい無名 の人

の言で も、レ醤 くも自分の経験 と合致 し、若 しくは実験証明の挙 げ られた もの には事の善悪得失 の

如何 に拘 らず、何 人 も素直 に承認 し、それに服従 しなけれ ばな らぬ こととなった。是又理性 の然

らしめる所 である。/万 一如何 に して も、納得す る事 が出来 ない といふな らば、率著 函良芯 か ら

して も、納得す る能は ざる理 由を意識 しなけれ ばな らない。 異論 をさ撲さむ余地 のあつて こそ、初

めて不承知 の理 由 とな るので ある。/要 す るに実社会、実 生活 に当て嵌 めて見 て、差支 な しと見

倣 された もの、即ち実験証明 を経た ものに して、初 めて信用す る丈 けの価値あ りとされ るもので、

それ を経 ない ものは どこで、 これ が信仰 された にせ よ、理解 もされな けれ ば、 明瞭 な概 念の構成

もされ ない。 半信 半疑な る遊離 的の心意 状態 にあ る と見倣 される ものであ る。即 ち経験 以上、体

験以 上若 くはそれ 等以外の知識 は、如何 にして も心意 に構成 し得ない といふの が、偽 らざる文化

人の性質 である。万一 さ うで ない知識 があつた とせ ば、 それ は主観 的の迷信 といひ憶見 ともいふ

べ きもので、真の知識 とは確然 区別 して考へな けれ ばな らぬ ものであ る。」 〔『全集 ・第5巻 』、78

～79頁 。傍点は筆者〕

(3)牧 口は、第3章 の 「第3節 認識 の対象」 の末尾 で、次 のよ うに、価値論 に関す るもっとも重要 な命

題 を導き出 している。

「吾々は等 しく真理 とい うても其 の中に絶対的 と相対的 との二種 を区別す ることを妥 当 と信ず る。

佑値泥蘭篠ε是黄蓮は相対する主観の変化によつて共変するが、岳債に蘭孫こ姦"繕 爵南あ貢蓮は

永久不変であ る。」 〔『全集 ・第5巻 』、274頁 。傍点は筆者〕

そ して、 この とき以降、 さま ざま な考察 のなかで、 日蓮 大聖人の仏法が前面に押 し出され るこ とに

なる。言 い替 えれ ば、『体系』(全4巻)は 、結果 的に、 このあた りが最大の分水嶺 になって いるよ う

に思 われ るのである。

(4)ち なみに、以下、次 のよ うな論述 が展 開されている。

「欺 うして 『依法不依人』 なる聖 訓に背 かず とする以上、人に依つたが為 に生 じた相互 間の雛穎 は

理性 の働 きに よつて消滅す る筈 。然 らば正 、像 、末 の三法 時に配 当 され た諸経 の浅深勝劣 の如 きも、

自ら発 見する ことは難い に しても、他人 の説 明を理解 して採用 し、それ に服従 して生活す る位 は誰

にで も出来相な もの では ないか。然 るに仏徒 に して尚ほ且つ斯 くも一 目瞭然た る教訓 を無視 し、法

華経 といふ立派 な塔 の出来上った後 も、建 てる迄 の手段 としてのみ に役立った足場 を捨て得ず、今

年の暦のあるに拘らず死んで仕舞つた去年の暦を蟹 ち得ずして、何時まで爾前　門の低い経文に依

つた宗派を塞等して互に争うて居るのは何事ぞ。目蓮聖人のあの大獅子吼が六百五十年後の今日、

而か も真理の關 明を以て本領 とす る学界 に、なほ一顧 されない とは深慨 の極で はないか。/人 間が

個我 の利害に因はれ るが為に免 れ難い感情生活 を脱却 し、己を空 うして天地の公道 に竃1は しめる理

智の発達 によつ て、釈尊最後 の教 訓たる 『依 法、不依 人』の承認 され る状態 に至 らなけれ ば宗教 の

統一は勿論、宗教 と科学 、宗教 と道徳 との帰一、従つて教育 と宗教 との帰一は 出来まい。従 つて又

真の教育 は行 はれ ないであ らう。 けれ ども吾人は世の所謂悲観者等 のなすが如 き失望 にはまだ陥 ら

ぬ。人 を離れ法 に依 らん と精進す る科学の途を辿 り理性 の発達 を 目標 とす る教育 によつ ても到達 は

全 く不可能 ではない と信 ずるか らである。」 〔『全集 ・第5巻 』、369～370頁 〕

(5)実 際、牧 口は、 「創 価教育学の思想 体系の根底が、法華経の肝心 にあると断言 し得 るに至った」 〔『全

集 ・第8巻 』、410頁 〕 と述 べている し、 さらには、また、 「『南無妙法蓮華経』 と創価教育学 の合法 的

教育法 とが、吾々の生活 に於 て羅前 の関係、本末の関係 、全体 と部分 の関係 に於て、不ニ ー体 である」

〔『全集 ・第8巻 』、412頁 〕 と結論づ けてい る。

(6)ち なみに、『全集 』最後 の 「学的良心」は、この直前の考察 にお いて登揚 してい るわけであ る。 この

ことについては、少 し前の引用文 〔cf.『 全集 ・第6巻 』、298～299頁 〕 を参照 していただきたい。

(7)牧 口は、「信 の確立まで の研究の過程 と、信 の確 立後、生活に実現の過程 とを漉轄 して指 導 してはな

らぬ 。」 〔『全集 ・第8巻 』、52頁 〕 と述 べ て い る。
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(8)「 二十世 紀は子供 の世 界」 とい うのは、エ レン ・ケイの著書 『児童 の世紀』(1900年)を 意識 した も

のであるにちがいない。 しか も、牧 口は、社会意識 の発 達 とともに 「教育の機会均等主義」 が台頭 し

ていることも、十分に知悉 していたよ うである。〔cf,『全集 ・第5巻 』、94頁 。『全集 ・第6巻 』、156・

184・199・361頁 〕

(9)こ の点については、『体系 ・第1巻 』 「第1章 緒論 」の冒頭において提示 された、次 のよ うな定義が

意 味す るところを、再三再 四にわたって幾度 も確認する ことが必要である ように思 われ る。

「創価 教育学 とは人生 の 目的た る価値 を創造 し得 る人材 を養 成す る方法 の知識 体系 を意 味す る。」

〔『全集 ・第S巻 』、13頁 〕

そ して、 さらに、『体系』(全4巻)の 最 終盤 においてな された以下 のよ うな論述 も、決 して看過 す

るわけにはいかないだ ろ う。

「教育学の本 と うの 問題 は、教 師 自身の働き方 よ りは、子弟 をして如何 に価値 ある働 きを為 さしめ

るか の指 導法 を研究 す るのにあ る。 兵 に将 たる よ りは将 に将た る ことの研 究が教 育学の本領 であ

る。」 〔『全集 ・第6巻 』、462頁 〕

(10)牧 口は、『体系 ・第1巻 』のなかで、学問 と生活 とがかい離 して しまった事態 を、次の よ うなかたち

で証言す る。

「従来学者な らざる一般人 は、 自分の頭脳では、 とても六ケ敷い齢 は考へ られ ないか ら、考へ る

事の上手な人、即 ち学者 として尊敬 す る人の考へ を、無条件に承認 し、 これ に服従す るのが、生活

上 に間違ない方法で ある と、断念 して生活 して居 る。一方学者た るものは汝等 の低 い頭脳 では、 と

て も覚れ る筈は ない。 いつまで も蹟 鴻 して居 るのは、可愛想な ことだ。 なま じつか、種 々の疑問を

起 して考へて無益の煩 悶を して居る よ りは、寧 ろ自分等の云ふ ことには間違 いない として信 頼す る

のが、最善 の方法であ ると説 く。」 〔『全集 ・第5巻 』、77頁 〕

また、彼は、半 日学校制度 を提 唱す るの も、同様 な理 由による、 と説明するのである。

「我邦 の教育制度 に大改革 を施 し、小学 よ り大学校迄 を通 じて半 日制度 たるを本体 とせ ん とす る理

由は、何人 もが容易 に考 へ得 るであ ら う所 の経済上 の経費節約 は言ふ迄 もないが、其れ 以上に勤労

に堪へ る丈 けの 訓練 を少年時代 よ り始 めて青年時代 に及 ぼ し、学校 と家庭 と提携 する事 に依つて勤

労嗜好 の習慣 を養成せ しめん とす るにある。今 目迄 は一般学生は学問専修の生活 にのみ偏 したが為、

筋 肉訓練 の機会 を逸 して、勤労雛蕨の念 を生ず るを免れ能 はざるが故 に、 この弊 害を防止 し、学校

生活 に侵 された 中途 半端の時間 として放棄 され て居 た半 目の時 間を勤 労の奨励 指導に転ぜ しめ、家

庭 の実業 を手伝 は しめ るか、又 は特殊設備 の田園、 工場乃至補習学校等 の勤 労に従事せ しめて、以

て従来 の教育制度 に伴つた身心 の不均衡、動感 両神経系統 の不平衡 の発 達に基 く神経衰弱患者 の発

生、所謂 怠惰者 の発 生 を防止 し、少年時代 よ り社会 の生産活動 に参加せ しめん とす るのが、余 の半

目学校提唱の最大理由である。即ち文武鎧穆の武士階級の青年より武術練習を廃除し、又平民の青

年より同様に実業の修練を排除して、学問専修の学校生活を為さしめたのが明治新教育の改革であ

つた。是 の結果 は高等遊 民の増 殖を促 し、蕩 髪 として父祖の遺業 を離れ、官吏準官吏等の給料取 り、

所謂精神 労働者 とな り、社会 の寄生 的生活 に入 る ことを余 儀iなくせ しめて現今の行詰つた世相 に至

らしめた。」 〔『全集 ・第6巻 』、213～214頁 〕

(11)牧 口によれ ば、 「自他 共 に幸福 なる生活」 こそが、ま さに、 「随公意の生活」であ り、「自行化他 の生

活」であ り、 「真社会 的生活」 にほかな らない、 とい うことになる。 〔cf.『全集 ・第5巻 』、367頁 〕

(12)な お、『梗概』のなかには、「学会編輯部摘 要」 として、 「創 価教育」に関す る次 の ような説 明がな さ

れている。

「創価教育 とは、全 く新 しい名 称であ るが、何 を意味す るか。実際 に役立っ生活即 ち価値創造 を指

導す るといふ ことに外 な らぬ。藷 らない知識 を詰 め込んで死蔵せ しめるにあ らず 、あ らゆる環 境に

順応 し、利 を生 し害 を除き善を就 し悪 を避 け美 に化 し醜 を去 る等、如何 なる方面 にでも活 路を開拓

して進行す ることの出来 る能力 を持だせん とす るのであ る。知育偏重 と排撃 され てゐる今 の教育 を
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創価教育学の基礎概念(3)一 「正直」 と 「慈悲」一

利 、善、美の価値 を創 造す る意志 の教 育に し、且つ学問専攻の教育 を勤労作業の教育に した、主智

主義 も主情主義 もない全人活動 の教 育に と根本 的に改造 し、且つ従 来の暗 中模索の教育方法 を合理

的方法 に改 めて能率の増大 と確実 とを得ん とす るにある。」 〔『全集 ・第8巻 』、390頁 〕

(13)引 用文 中の 「秋 月左 都夫翁」 とい う人物 については、『実験証明』のなかで、牧 口が所長 をつ とめる

「創 価教育学研究所」の顧 問 として、次の ように説明 され ている。

「駕 斑 国全権 大使等の永 き外交家 として、 ヨーロ ッパ に滞在 し、その間、繁務 の余暇 には至 る所

の小学校を参観したほどの教育熱心家で、帰朝後は読売新聞編集長等の社会的活動までをなし、隠

退後は全く茗莉を超越した最も大局観に立つて国家の将来を憂ひ、八十の老齢、なほ壮者を凌ぐ元

気 を以て、親 しく青年教師 を激励 し、教 育研 究の奨励費用まで も投 じ、専 門教育大家の及 ぱ ざる程

の広 さと深 さとを以 て、箕 改良に熱 心 され つ 墨あ る。 この事 業がか くも注意 をひ くまで に、実 験証

明を挙 げ得たのは、容易 にあ り難きその純忠至誠 の結果である。」 〔『全集 ・第8巻 』、14頁 〕

ちなみ に、「創価教育学研究所」は、東京 の豊 島区 目白の牧 口宅、お よび、品川 区上 大崎 にあった私

塾 「時習学館」 に、その看板 がかかげ られていたよ うである。 〔cf.『 全集 ・第8巻 』、13頁 〕

〈付記 〉

文中の 『全集』 とは、す べて、『牧 口常三郎全集』(全10巻 、第三文明社)の ことである。
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